
学生 第１位 第２位 第３位

A
『象と蟻の戦いだけど負けるつもりはない。負ける戦
いはしない。』　ＩＴ社長

『生きたかったのに生きられなかった人もいる。だから
しっかり生きようよ。』　ＩＭ社長

『社員を救えるのは自分しかいない。』　Ｋ社長

B
「やる気のある人を会社に必要な人材にするのが社
長の役目」　Ｅ社長

「失敗帳を作る」　ＩＴ社長
「知識・スキルがあっても人間力がないとダメ。人間力
があっても知識・スキルがないとダメ。」　Ｋ社長

C
「今の若者は守りに入っている。もっともっと挑戦して
ほしい。」　Ｍ社長

「自分が社員を大切にするから社員も自分のために
頑張ってくれる。」　Ｕ社長

「クレームをクレームと思ってはいけない。」　Ｅ社長

D
「親から五体満足と普通の頭をいただいておいて、何
を文句言っているんだ。やれるだけやってみよう。」
Ｋ社長

「自分がしっかりして人を支えれば、その支えた人が
しっかりと自分を支えてくれる。」Ｕ社長

「相手よりも相手のことを考えている自信があるなら、
相手に嫌われても、言いたいことは言いなさい。」　Ｉ
Ｍ社長

E 「負ける戦いはしない」　ＩＴ社長
「コミュニケーションとは、人の違うところを認め合うこ
とである」　Ｋ社長

「困った時は考える角度を変える」　Ｅ社長

F
「日本で一番高い山は富士山だと誰もがすぐに頭に
浮かぶが、二番目に高い山をすぐに答えられる人は
少ない」　ＩＢ社長

「先読みした行動が信頼を作る」　Ｅ社長 「自利とは利他である」　Ｕ社長

G 「他社と差別化を図る」　ＩＴ社長 「楽と楽しいは違う」　ＩＭ社長 「クレームではなく学びを頂く」　Ｅ社長

H 「夢を夢で終わらせない」 Ｕ社長 「教育ではなく共育」 Ｋ社長 「戦わない経営」 ＩＢ社長

I 「またやり直せばいい」　ＩＴ社長 「お断りをしない」　Ｅ社長
「賢者は愚者からも学ぶが、愚者は賢者からも学ば
ない」　Ｋ社長

J
「会社のことよりもお腹の赤ちゃんを大切にね」「社員
には生活があり、家族がいる。それを守れるのは自
分しかいない！」  Ｋ社長

「技術や知識は後からついてくるもの、まずは学生の
時に人として成長することが大切」　Ｅ社長

「日本一幸せに社員が働ける会社」　ＩＭ社長

K
「人生の転機なんてなくても日々の積み重ねで自然と
良くなる」　ＩＢ社長

「人生ってやり直しきくよ」　ＩＴ社長 「どんなことがあっても社員を守る」　Ｋ社長

L
「自分は社員を考える、社員は客を精一杯考えよう」
ＩＭ社長

「自分らしく生きる」 Ｅ社長 「営業の世界はダメモト」  ＩＴ社長

M 「教育」ではなく「共育」をする　Ｋ社長 「信頼関係・先読み（目配り・気配り）」　Ｅ社長 「これ！を持っている人材」　Ｕ社長

N
「しっかりとした将来の目的を持つことと将来の夢を
持って、計画をたてて、今に流されず、志を高く持って
いること」　Ｕ社長

「今の自由ではなく、将来の自由のためにする努力を
おしまい」　ＩＢ社長

「バランスが悪いと、船と同じ沈没する」　ＩＴ社長

O 「営業の失敗帳を作る。」　ＩＴ社長 「生きる目標を持っていますか。」　Ｋ社長 「意外と行動すると、なんとかなる。」　ＩＴ社長

P
「全てができなくてもいい。それをしようとする姿勢が
大切」　Ｋ社長

「つらいことがあっても、ずっと続くわけではない」　ＩＢ
社長

「社長はあきらめが悪い人のほうが向いている」　Ｍ
社長
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Q 「失敗ノートをつける」　ＩＴ社長
「10年20年先に続けていられる仕事ではなく、一生や
れる仕事をする。」　Ｕ社長

「何かがあったとき最初に名前が浮かぶ人になる事
が重要」　ＩＢ社長

R 「自利とは利他をいう」　Ｕ社長
「相手が何を求めているか、先読みした行動が信頼を
つくる」　Ｅ社長

「仕事も遊びも真剣に!!」　ＩＭ社長

S
「好きなことのためにやらなければいけないことはど
んな嫌なことでもやってきた。」 Ｕ社長

「先読みした行動が信頼を作る」　Ｅ社長 「他人を幸せにして初めて自分が幸せになる」 Ｕ社長

T
「一人でも自分を頼りにしてくれるお客さんがいれば
どれだけ辛くてもやる」　Ｋ社長

「人との信頼関係を築くにはまず気配りから」　Ｅ社長
「きちっとした目標を立てる。そして夢を夢で終わらせ
ない。」　Ｕ社長

U 「お金儲けより信頼される会社作り」　ＩＢ社長
「信頼されないのは自分の行動に問題がある」　Ｋ社
長

「お金のためよりお客様の笑顔が大切」　Ｅ社長

V 「失敗ノートをつける」　ＩＴ社長
「何かがあったときに最初に名前が浮かぶ人になるこ
とが重要」　ＩＢ社長

「成功するには成功した人の色々なの共通点を見付
け出すことが重要」   Ｍ社長

W 「失敗帳」　ＩＴ社長 「今いる場所でベストをつくす」　ＩＭ社長 「教育ではなく共育を」　 Ｋ社長

（その他）
「“自分の経験のため・人のためにやろう”と思って取り組めば、成長するしかない。」　ＩＢ社長
「社員と信頼関係を築いて、会社にとって必要な人材にしていくのが、社長の役目だ。」　Ｅ社長
「弱腰ではダメ。自分ができない条件は言うな。」　ＩＴ社長
「壁だと思うことがチャンスになる。取り組む前に覚悟を決めろ。」　Ｍ社長


